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日中比較対照研究：中国語現代文の人

数表現一四川大地震の報道を例に

室井努
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要旨：日本語では普通に助数詞として認められるく数＋「人」＞という文

字連続の人数表現であるが、古典中国語においては量詞として認め

るか否か議論が分かれるところである。本稿では現代中国語につい

て、四川大地震の報道文における人数表現を例として精査するに、

＜数十「人」＞による名詞句前世あるいは単独の表現と、量詞

「名」による名詞句後置の表現とが相補的に現れること、＜数＋

「人」＞には「的」を用いた名詞句後置形が存在することなどを指

摘する。

Ｏはじめに

日本語では助数詞として疑いもなく認められるく数十「人」＞という文字連続の人

数表現について、中国語古典文においては、研究者により「人」を量詞とするか、そ

れともこれを量詞としないで「十」などの量詞が省略された表現みるかで意見が分か

れており（拙稿（1997.2006）を参照（注１）)、また平安時代の日本漢文訓読におい

てもその両者の立場の違いによる訓読の見られることは既に指摘したところである

(拙稿（1997.78頁))。

ところで、現代中国語の諸学習轡においては、人数を表す量詞は「十（個・箇)」

とあり、郭（1987）も人数には「↑口家殿……」が品詞として塔配されるも

のとしている（124頁（注２))。しかし、現代中国語においても、＜数＋「人」＞の

文字連続で人数を表すことがしばしば存在することは、現代中国語に携わる方であれ

ば常識であろうかと思われる。

本稿は、2008年５月12日に起きたilL1jl1大地震の報道に多く現れた人数表現を取り上

げ、＜数＋「人」＞の表現とその他の量詞を用いた表現との違いを、古代・現代日本

語でのそれぞれの表現の記述を交え史的に比較しながら、明らかにするものである。

なお、本稿における現代中国語の用例は二つを除きすべてインターネットの新華網

(http:"www・xinhuanet・com/）と新浪綱（http:"news・sina・comcn/）の二つから随時抜き

出し引用した。
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１＜数＋「人」＞の人数表現の使用

①は地震発生７時間後の速報記事である。

①四川汝川地震造成惰亡数千人新隼1111成都５月12日屯据氾者圦抗震救欠指揮

部了解到的最新情況，在５月12日四111枚)||地震中，造成四川省人員扮亡已迭数

千人，峡西省死亡57人，甘粛省死亡26人，重灰市死亡50人，云南省死亡1人，

具体数字価在銃汁中。（新華網12日２１：４４：３６）

②快肝l：済南軍区先遣人員160人AA許南乘寿机赴爽区新半阿快ｉＨ：沸南案区

援助汝川地震天区先遣人員160人13日8吋圦済南乘考机奔赴爽区．包括沸南率区

和所属爾十集団率的先遣指揮組25人以及5支医行叺135人。

（新華網l3HO8：３２：４４）

このように、＜数＋「人」＞の表現は、単独で用いられたり、①②のように名詞句

を前置させて用いられたりする。このような表現は、地震発生直後から移しい用例を

得ることができる。なお、＜数十「人」＞の表現には名詞句後置の形はない、特に現

代中国語ではもっとも基本的な形とされる数詞十逓詞＋名詞句の形がない（注３)。

それゆえ、「人」が量詞であるか否か、議論が分かれていることについては、拙稿

(1997）で述べたとおりである。

なお、このようなく数十「人」＞の用法は台湾においてもみられる。

③【中央社北京＋三日霞】中國大陸四)||省汝川縣十二日發生的強烈地震，到

十三日上午七時，已知造成至少九千二百一十九人死亡，多達五十多葛間房屋倒

溺。新華網'快訊報導，這是中國民政部最新的統計。裁至十三日七時，四111

枚川縣地震造成四川、甘繍、隣西、重慶、雲南、山西、貴州、湖北八個省市共

九千二百一十九人死亡。（聯合新聞網13日午前10時）

なお、本稿においては、①②の｢死亡50人」「先遣指揮姐25人以及5支医庁叺135人」

のように、数える対象がく数十「人」＞やく数十量詞＞の前にあるものを機械的にす

べて名詞句前置とした。数える対象とこれらの関係は、修飾被修飾の関係ではなく、

主述の関係、または動詞とその目的語の関係と捉えたほうがよいものが多いように思

われるが、稿者はそれらを分析する手立てをもたないので、本稿においては糒密な議

論を避けることにして、一般的な傾向ということで論を進める。

２量詞「名」に関して

四川大地震報道において、もう－つ目に付くのは量詞「名」の多さである。「名」

は④のように名詞句を前置させることや（注４）単独で使用されることもあるのはま

れで、ほとんどが⑤のような名詞句後置の表現形である。

④国劣院新同力５月１８日新同友布会消息……（中略）……率叺巳鐙圦疲轆中

捷掘被埋人員21566名、救治受价人員34051名、特移安置受宍群企和勝客205371

名、……（以下略）……（雑誌「三朕生活周刊」2008年第18期（480)、６頁）

⑤成都軍区800名軍人抵述錦竹展汗救援新隼阿四川鍋竹５月13日屯（氾者苑
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堅、刈海、叶建平）１３日清展5吋40分，成都軍区爾支救援部臥的800多名子弟兵

抵辻欠情泙重的錦竹市，随后分赴欠区各多槙展汗救援工作。……（以下略）

（新渡網13日０８：０５）

郭（1987）は「名」について人数を数える名詞に搭配していないため、人を数える

量詞と見ていない。量詞「名」については「人を計量する。常にある種の身分や職業

のある人を指し、抽象的な「人」は指ざない」（拙訳・注５）ものとするからである。

しかし、名詞句後置が「名」の基本的な表現形であるならば、必然的にそのようにな

らざるを得ないものであると説明できるものではなかろうか。

日本語における「名」について、「日本国語大辞典（第二版)」は単に「人を数える

のに用いる」ものとし、初出を二葉亭凹迷の『浮雲」としている。中国では荘子に例

があるが、比較的新しい時代に中国白話文などから入ってきたものと考えられる。

余談であるが、この「名」と同じような用法は、＜数十「人」＞にも見られ、「214

人組成的山西省救援叺」「180人的医行叺」（いずれも「人民日報」５月15日12版）の

ように「的」を用いて、数十「人」＋動詞句十「的」（＋名詞句）または数十「人」

＋「的」（＋名詞句）の形式で便宜的な名詞句後置の形をつくることがあり、新聞等

ではよく見かける表現形式である。

３同じ人員に「人」と「名」とが共起する記事

⑥［現溺達銭］錦竹什祁受爽重部叺没吋同吃坂休息本例特派氾者李剛徳阻現

場扱道：現在是14日上午11吋，我別刷AA北川赴到迭里，我身辺是空降兵某部政

治部主任竹中弧下面由竹主任介詔最新情況。竹中弧：我ｲi]所処的位置是什

郁，我ｲﾛ巳鍾捻救出2000多名群な，通有5000余人被埋，昨夜的雨現在停了．多

云。成都率区別分的四大任各区，我li1健第三任各区什加、徳阿片区，共有空

降兵6000人。加上成都隼区部叺，民兵預各役共1万多人。在8十以上的不同点位

拾随救家。……（以下略）……（新華網14日１１：０２：５４）

⑥の用例から、単独の人数表現や名詞句前置のものは「人｣、名詞句後置のものは

｢名」という文法上の使い分け（相補的な関係のようなもの）がなされているのでは

ないかという推測ができよう。そこで、同じ対象の人数に「人」等と「名」とが共起

する例がないかを探してみると、見出しと本文とで表現の異なる例がいくつも見られ

る。

⑦［快汎］500人透入茂具重爽区某宰率伝直升机降落新隼阿快汎：14日9吋２０

分，成都宰区某虹率）in500名官兵逃入重欠区茂甚，……（以下略）

（新華網14日０９：５６：４５）

③［快帆］空軍25架返送6855名救爽人員緊急奔赴爽区新隼阿武浜５月13日屯

（氾者弥茂床）２３点15分，……（中略）……．先后向成都、錦lJn、双流等6十

机坊累汁迄送空降部叺及医庁小分叺6855人，……（以下略）

（新華網13日２３：５４：２３）
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⑨［快ifL］武警部|ＩＭＯ名疾病庄急防控寺家抵述欠区本岡前方氾者昊蕪笈回扱

道：新半閥快研：武警息部向四)11宍区派出的由武警部叺疾病菰防中心主任季増

穂帯叺的10人医鈩奪家疾病匝急防控組，已到述欠区井升始工作

（新華網14日１０：１５：５６）

⑦は見出しに単独のく数十「人」＞が、本文に名詞句後置の「名」が使用されてい

る例であり、③⑨は逆に見出しに名詞句後置の「名」が、本文に名詞句前置（ただし

⑨は～的を用いた構文になっている（注６)）のく数十「人」＞が使用された例であ

る。

以上から名詞句後置の「名」とく数＋「人」＞の人数表現は、他の表現形式がある

ため厳密ではないが、その出現状況において、交替が可能な相補的な関係をなしてい

るということができるのではなかろうか｡

４「卜（個・箇)」「位」およびその他の遇詞に関して

日本語において、人数を表す「個」は「古くは人を「個」「体」「頭」でも数えまし

た」（飯田（2004,209頁）としているが、「日本国語大辞典（第２版)」では、「集団

に対するひとり。また、全体の中のひとつ、個人」としてあるから、限定された表現

とみるべきであろう。なお、同辞典では初出に田山花袋を挙げているが、三係

(2000）は永代節に用例があることを報告している（382頁)。

一方中国語古典文においては、先秦時から「十・個・筒・介」の漢字で登場し、秦

漢時には物類・動物とともに人数を計量するようになったといわれ、人を計量する例

が「礼記」「書」「国語」などに見出されるとされる（何（2008）148～９頁（注７))。

中古中国語においては、例えば敦煙文書などの人数表現には逓詞「口」「箇」が使用

される（浜（2004）285頁）が、同時期の日本の木簡資料において人を表す助数詞は

｢人」「口」「坐」「柱」であって（三保（2004）７４頁）「個」には人数を表す表現は見

当たらない（同251～２頁)。

中国現代報道文においては、量詞「十」は次の⑩⑪のような、ルポルタージュや見

聞録といった、緊急性のない記事に多く現れる。また、新聞の論説などでは「毎一十

人」（すべての人民は……）などのような記述が多い。

⑩北川中学高一男生的最后字迩：琶琶蝿娼対不起新年例四川北1115月20日

屯（氾者朱玉、田雨）。……（省略）……。主教学楼后面的初中楼，也大部

分埆堀，初中二年扱二班。６７介核子，６十人脱陰。已脱隣的咳子ｲﾛ后来告脈老

llmi‘他ｲﾛ在旗擢中互相鼓励，商量出去后要考什公祥的学校，悦着悦着．有的核

子就不再出声了。……（中略）……。此次地震，已在北川中学上初中三年級的

任成蓉的女L干震后第三天被拾了出来。和弛一起高世的，汪有弛的呂外3十

同学兼形影不高的玩伴，巧的是，４十核子都是学校教師子弟。……（以下略）

（新華網21日０８：４１：５１）｡

⑪丈夫舍身力妻措-K石：老婆，我(｢]到死也不分升一十普通的男子，本想替妻

子措住地震吋-K来的巨石．独自赴唯，最后却成就了恨多情伯相愛肘的迭句誓

－２１９（左４）



同。昨天上午．在汝１１|錦池俄一十爽后処理現坊，一名抗震救欠指拝部的工作

人員含泪洪述了不久前情理一処欠堆現坊的傭形:在一決大石下．一名中年男子

呈弓跳姿勢保抄着身下的一中年女子。而女子則紫紫地抱住男子，両人的Ｐ体已

元法分升，只好一起入強。……（中略）……。他用身駆替妻措屯石……（中

略）……。在処理后事吋．据幸存者悦．当吋一位女子IJF得尖声尖叫，奎辺的

一名中年男子紫紫地抱着地，自己背朝石失-16来的方向抄着女子往前鉋。夫妻已

永王法分升……（中略）……一男一女紫紫地抱在一起，中年男子伍呈弓臥姿

勢，拭圏保鈩什公……。由子両人１．体已元法分升，后事処理人員在提取有失

狂据信息后，将他ｲi]－起入強。釧池襖相共人員塊，両人都是茂具風仗慎人。

都釣三十五六歩，匝咳有核子，但迩没朕系上。据塊迭是一対名字復普通．任

得也恨普通的夫妻（新華網21日０８：４０：０７）

⑩は「67十咳子」のように比較的大きな人数を数えているが、このような用例はま

れで、現に同じ記事の中に出てくる舩詞「十」を用いた人数表現がすべて－桁である

事から、「人」や「名」と異なり、大きな人数を数えるのには不向きであることをも

のがたっている。「十」の人数表現は⑪の冒頭の用例のように「一十」（日本語には訳

しにくい）や「一十人」（本稿ではこの「人」は名詞として扱う）の表現が多い。

なお、⑪の中には「一位女子」のように、「↑」と似たような使用をされる量詞

｢位」が見受けられる。「位」は日本語では順序数詞にしか用いられない助数詞だが、

新聞などを調査すると「名」に次ぐ使用避の愚詞である。用法も「名」と似て、「個

体として、一定の身分を有する人を数える」（郭（1987）８５頁・拙訳）とされるが、

｢名」と異なり、「十」と同様に用いられるか、「十」より少し大きな数を表している。

５新聞を利用した悉皆調査

ここで、中国の報道文における人数表現の避的な傾向を見るため、中国の新聞２紙

(人民日報（北京）・文確報（上海)）の、地溌翌日の５月13日から５日間のすべての

人数表現を調査した。範囲は四川地震の記事に限らず、また広告等をも含めた。用い

た資料は以下のものである。

・人民日報：「人民日扱鏥印合汀本」（上／下）2008年5月扮人民日扱社

・文匪報：「文江扱鋪印本」2008年5月价文江、新民朕合扱１k集団

以下の表が、調査結果である。ただし、「人口50万」を名詞句前置・「50万人口」

を量詞を伴わない単独の数の表現と名詞との主述関係にするなどといったゆれや、１

節末尾に説明したような暖味さがこの調査にはある。このため、この数値はあくまで

一般的な傾向を示したものであり、引用等には適さないものであることをお断りして

おく（注４６参照のこと)。

－２１８（左５）



表
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６おわりに

日本語では助数詞として疑いもなく認められるく数＋「人」＞という文字連続の人

数表現については、古典中国語ではiii詞であるか否か説が分かれ、また現代中国語で

はもっぱら「人」を名詞と捉えるものであるが、＜数十「人」＞の文字連続が現代中

国語の報道文において、大きな役割を果たしていることを確認した。

また、＜数十「人」＞の名詞句前置と対応する表現として、愚詞「名」による名詞

句後置が有力な表現として存在し、かつぐ数十「人」＞と表現が相補的に交替する様

相も確認した。またぐ数十「人」＞にも「的」を用いた名詞句後置があることを指摘

した。

本稿では、2008年５月12Ｈに起きた四川大地震の報道に多く現れた人数表現を取り

上げて、古代・近現代日本語における用法を確認しながら観察していったが、中国語

においては量詞の塔配からのみの整理に限界があること、日本語においては６のを数

える表現がすべて助数詞であるとして好事家的に並べることに対し反省が必要である

と考える。

注

１要は、＜数十「人」＞の表現形に名詞句が後置しないことに対する見解の相違で

ある。

２他の通詞辞典・塔配辞典の類も参照したが同様である。詳しくは省略する。

３ただし実際には、例えば文腱報５月17日３版（中国の新聞における版はページの

ようなもの）において「８名医庁ＷＵと「８人医庁ＷＵが共起するといったよう

に、「人」が量詞として用いられているとみられるよう例もある。新聞には数こ

そ少ないが、このような「人」の用法は他にもある。本文の表を参照のこと。

４本稿では、本文でも述べたように、①の「人」の用例や④の「名」のように、数

える対象が文字連続として前に置かれているもの（５節の表においては、「已述」

などを文字連続の間に挟んだものも含めた）を一律に名詞句前置とした。文構造

分析の仕方によっては主述の関係と捉えた方がよいものもあるかと思うが、繰り
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人民日報

単独で使用 名詞句前置 名詞句後置

文匪報

単独で使用 名詞句前置 名詞句後置

｢人」 122 9９ ２ 141 8７ ６

名

｝
ロ ４ 163 ６ ６ 1鰹

十 ３ 1 4７ ３ ２ 6９

位 ３ 0 4４ ０ ０ 3７

数詞のみ 1３ 1１ 1６ ８ 0 1４

些鎚群など 0 ０ ０ 0 ０ ７



返すが本稿の筆者は主述と名詞句前置との明確な線引きをする手立てを持たない

ので、これらをすべて名詞句前置として取り扱う。

５これは郭（1987）の詞典の部分の「名」①の説明だが、この説明には例句として

例文が付されており、その'1ｺでく数十「人」＞の表現を共起させている。

６人民日報５月13日１０版（In1ll大地震とは関係のない記事）などにもく～的＋

「人」＞の表現があるから、そういう表現形式が少数ながら存在する可能性はあ

るのではないか。

７その後、魏晋南北期時に植物を、鯖唐時に詩歌や時間や抽象事物の計湿に用法を

拡大させたとする。
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付記：2008年５月ごろより、原田病と思われる免疫障害その他の複合的な

原因によって、近視であった目が極端に遠視化し、視力が安定化せ

ず近くのものが見えなくなりました。このため、新聞縮刷版の調査

などが遅延をしたため、本来であれば人民日報・文腿報の他に光明

日報などについて、３紙で２週間分程度を調査するつもりでありま

したが、時間的にかないませんでした。またそれに伴い原稿提出が

遅れ、国語国文学会事務局にも御迷惑をおかけいたしました。なお、

川口市の牛九英寛氏には、四川大地鍵に関する中国国内の雑誌の提

供を受けましたので、お礼申し上げます。最後に、上田先生の御退

任をお祝い申し上げます。

－２１６（左７）


